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古森義久氏の危惧、現実に 2009/03/30 16:16 

  

ゲーツ国防長官が「日本軽視」の発言 

  

オバマ政権下で日米同盟の絆が弱まる 

  
  
 アメリカにオバマ政権が発足して間もなく、3月1日に古森義久氏による「オバマ大統領と日本沈没―知られざる変幻と外交戦

略」が緊急出版され、一ヶ月が経ちました。この間、実際に北朝鮮のミサイル発射が予告され、日米韓がその対応に追われてき

ました。 
  
 日本はようやくここで麻生首相が「国民が被害を受けることは断固阻止せよ」と毅然とした対応をとることを指示し、浜田防衛大

臣が「弾道ミサイル破壊措置命令」を自衛隊に発令、着々と準備を進めてきました。そこに産経が昨夜このようなュースを配信し

ました。 
  
 【ワシントン＝有元隆志】ゲーツ米国防長官は２９日のＦＯＸテレビ番組で、北朝鮮が近く長距離弾道ミサイルを発射するとの見

通しを示したうえで、米領域を標的としたものでない限り、「われわれが何らかの対応をする用意はない」と述べ、撃ち落とさない

方針を表明した。 
  
 これは「日本や韓国に落ちても対応しない」と受け取られても仕方がない軽率な発言で、正式に抗議すればそれなりに言い訳

するでしょう。しかし、ゲーツ国防長官に限らず、クリントン国務長官、オバマ大統領に共通する「日本軽視」の本音が思わず出た

ものと理解すべきでしょう。 
  

   
ビジネス社刊、定価1600円（税別）で全国の書店で好評発売中です。 
  
 これを古森氏は上記の著書の中で繰り返し訴えています。氏の許可を得て、ミサイル防衛の部分を抜粋して以下に紹介します

（P140-P146）。 
  

オバマ大統領と日本沈没―知られざる変幻と 

外交戦略 
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・だからオバマ政権がいかにこれまでよりは日本を軽視するとしても、日米同盟自体を保っていこうとすることは疑いない。注視さ

れるのはあくまでその手法、そして度合いなのである。そしていま予測されるのはその日米同盟のミニマムの保持なのだといえ

る。ミニマムというのは必要最小限といいかえてもよい。 
  
・そんな見通しの根拠の一つとしてオバマ大統領のミサイル防衛に対する批判的なスタンスがあげられる。日米共同ミサイル防

衛がこんごどうなるか。この点は日米同盟全体の将来の向を占ううえで、きわめて重要である。この日米ミサイル防衛というのは

日米同盟の象徴としても、実質としても、非常に大きな意味を持ってきた。同盟の強化の核心ともいえる役割を名実ともに担って

きたとさえいえる。その核心が消えうせるかもしれない可能性が浮上してきたのだ。 
  
・こんな長い経緯のある日米共同ミサイル防衡の構想は最終的に二〇〇五年十二月にまとまった。日本政府がアメリカとの共同

開発に応じることを正式に発表したのだった。小泉政権とブッシュ政権の間でその公式合意が発表された。日米共同ミサイル防

衛は日米同盟の強化のあらわれとして多くの日本国民にも歓迎された。 
  
・しかしオバマ氏は上院議員時代からこのミサイル防衛の構想自体に難色を示し続けてきたのである。ミサイル防衡にはなにが

なんでも反対という態度こそとらないが、ミサイル防衛の問題点にことあるごとに批判的なコメントをしてきた。国防総省の予算で

もミサイル防衛関連部分には反対を表明してきた。 
  
・だが実際のミサイル防衛の配備となると、オバマ氏の立場はやはり反対なのだといえよう。そうした見方の根拠はオバマ氏のポ

ーランド大統領に対する反応である。大統領当選直後の昨年十一月七日、オバマ氏ははやばやとポーランドのレフ・カチンスキ

大統領と電話で会談した。ポーランドは北大西洋条約機構(NATO)に新たに加わった中欧の親米国家である。 
  

  
桜も満開に向けて次々と咲いています（日本橋浜町公園で30日撮影） 
  
・ブッシュ政権ではポーランドの要請を受けて、同国内にミサイル防衛網を配備することを決めていた。ロシアはそれに反対して

いた。この電話会談直後、ポーランド政府は「オバマ氏とカチンスキ大統領はアメリカが予定どおりポーランドヘのミサイル防衛

配備を推進することを確認した」と発表した。 
  
・ところがオバマ氏側はその翌日、声明を出して、「そのミサイル防衛配備の合意」を否定したのだ。「オバマ氏はあくまでミサイル

防衛の技術が機能すると立証されれば、そのシステム配備を推進すると条件をつけており、配備の推進は確約していない」とオ

バマ陣営のスポークスマンは述べたのだった。 
  
・その後、二〇〇九年一月下旬にはロシアがアメリカのミサイル防衛網中欧配備に対抗して実行すると発表していた新たな攻撃

用ミサイルの配備を中断したという報道が流れた。その理由は「オバマ大統領がミサイル防衛を必ずしも推進しないようだから状

況をみる」と説明されていた。ロシア側からオバマ大統領のミサイル防衛への難色が明らかにされたのだった。 
  

日米共同ミサイル防衛計画にも影響は必至 

  
・オバマ氏のこうした姿勢が日米共同ミサイル防衛計画にも影響してくることは必至だといえよう。少なくとも日米共同ミサイル防

衛のアメリカ側からの積極的な推進がみられなくなるのは確実であろう。日本にとってはこの日米共同のミサイル防衛の効用は
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タグ： 古森義久  オバマ大統領  日本沈没  日米同盟  ミサイル防衛網  ゲーツ国防長官  クリントン国務長官  弾道ミサイル

破壊措置命令   

意義が深い。もちろん技術的にまだ完全無欠なシステムが開発されていないとしても、北朝鮮や中国が大幅に増強している中距

離、長距離の攻撃用ミサイルに対し、抑止のための同種の攻撃用ミサイルを保有できない日本としては、この防御の効用はきわ

めて大きいだろう。 
  
・その日本の防衛自体への懸念は別にしても、日米同盟の証のようなこの日米共同ミサイル防衡の開発が停止してしまえば、同

盟自体が大幅に弱められることになる。オバマ氏の光と影をこうたどってくると、やはりオバマ政権下では日米同盟のきずなが弱

くなることは、どうにも否定できないようにみえてくる。 
  
 このように古森氏の危惧は早くも現実のものとなったわけで、日本は国防安全保障に関しては従来のような日米安保任せのス

タンスでは通用しないということをもっと国民全体が共有するべきでしょう。 
  

 氏は終章で「日本の針路―五つの提言」として以下の五項目をあげています。日米外交だけでなく日本の安全保障の

視点からも国会議員はもちろん、多くの人が読むべき必読の書といえるでしょう。 
  
１、日本はこれまでよりも自主性と自己主張を強める 
２、経済不況克服にはアメリカと協力する 
３、「普通の国」としての国際貢献を強める 
４、アメリカを複眼でみる 
５、独自の対中外交をめざす 

  
  

カテゴリ： 政治も    フォルダ： 指定なし コメント(12) 

コメント(12) 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2009/03/30 16:21Commented by yuuitirou さん 

日本が普通の国になる、いいチャンスかと思われます。  

 

2009/03/30 16:50Commented by 花うさぎ さん 

To yuuitirouさん こんいちは。 
 
>日本が普通の国になる、いいチャンスかと思われます。 
 
確かに北のミサイル発射も含めて、「普通の独立国」になるための天が与えてくれたプレ

ゼントかもしれませんね。 

 

2009/03/30 18:32Commented by AW さん 

中国と朝鮮は近づけば汚染される放射性廃棄物のような国です。 

 
中国と南北朝鮮がもう少し「普通」の国になるまで、脱亜論を実践した方が良いように思

います。 

 
日本は中国なしでやっていく方が日本と日本人は幸福になります。  

 

2009/03/30 19:21Commented by 花うさぎ さん 

To AWさん こんばんは。 
 
>中国と南北朝鮮がもう少し「普通」の国になるまで、脱亜論を実践した方が良いように思

います。 

 
同感です。 

 
>日本は中国なしでやっていく方が日本と日本人は幸福になります。 
 
ご意見に共感します(^^)。 
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2009/03/30 20:27Commented by しゃちょう さん 

アメリカも不景気ですから、他所の国などかまってられないのでしょう。 

 
同盟国では有りますが、信用してはならないしかし、互いに共通の利益を分け合えるかを

プレゼンス出来る政治家が居れば、日米同盟を磐石に出来る筈です。 
麻生総理は出来るかも？ 
小沢さんや岡田さんでは無理でしょう。 
ポッポや韓は論外。  

 

2009/03/30 20:54Commented by 花うさぎ さん 

To しゃちょうさん こんばんは。 
 
>アメリカも不景気ですから、他所の国などかまってられないのでしょう。 
 
超大国からただの大国になりましたから。 

 
>日米同盟を磐石に出来る筈です。 
>麻生総理は出来るかも？ 
 
だから集団的自衛権行使が必要と訴えているのですが。 

 
>小沢さんや岡田さんでは無理でしょう。 
>ポッポや韓は論外。 
 
この連中は日本に核ミサイルを数百発も照準を合わせている支那中共と安保条約をと言

い足しかねません(^^；。  

 

2009/03/31 06:05Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース 【産経ＦＮＮ世論調査】 

 
北ミサイル迎撃態勢に賛成８１％ 2009.3.30 20:17 
 
 北朝鮮が人工衛星の打ち上げと称してミサイルを発射する動きをみせていることに関

し、日本政府がミサイル防衛（ＭＤ）システムで対抗する方針を固めていることに関し「賛

成」が８１．０％で、「反対」の１３．３％を大きく上回った。これは日本に被害が及びそうな

場合についての賛否をきいたものだ。ミサイル発射については、「不安を覚える」と回答し

たのは８３．２％に上った。 

 
http://sankei.jp.msn.com/politics/policy/090330/plc0903302020009-n1.
htm 

 

2009/03/31 06:08Commented by 花うさぎ さん 

・ニュース２ 内閣支持率・日経世論調査更新 

 
小沢氏「辞任すべき」64％ 内閣支持率25％、日経世論調査  
  
 日本経済新聞社とテレビ東京が27―29日に共同で実施した世論調査で、西松建設の

巨額献金事件で秘書が起訴された民主党の小沢一郎代表について「辞任すべきだ」が6
4％で「続投は妥当だ」の22％を大きく上回った。麻生内閣の支持率は25％で、2月の前

回調査から10ポイント上昇した。20％台を回復したのは昨年12月以来。不支持率は13
ポイント低下し、67％だった。 
 
http://www.nikkei.co.jp/sp2/nt22/20090329AS3S2900K29032009.html  

 

2009/03/31 06:50Commented by 風来坊 さん 

To 花うさぎさん  
 
日本に対するオバマ政権のスタンスはほぼ想定の範囲内にあると思います。但し、オバ

マ政権でなくとも、大同小異だったでしょう。ブッシュ共和党政権にしてもあの通りだったの

ですから。 

 
北のミサイルに関して言えば、米本土に着弾するかどうかだけがアメリカの関心事。従っ
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て、歓迎すべき発言ではないにせよ、今回のゲイツの発言も当然すぎるほど当然の発言

であって、それは日本が中東諸国のミサイルに無関心なのと同じことです。 

 
大事なことは、アメリカは「集団的自衛権すら否定する日本」との間で同盟を結んでいると

いうこと。日米同盟を血で繋がった同盟にするのか、それとも砂上の楼閣にするのか？ 

それを決めるのは日本の方なのでしょうね。 

2009/03/31 07:27Commented by 花うさぎ さん 

To 風来坊さん おはようございます。 
 
＞日米同盟を血で繋がった同盟にするのか、それとも砂上の楼閣にするのか？ それを

決めるのは日本の方なのでしょうね。 

 
まったくご指摘の通りです。国防安全保障について国論が割れている日本の最大のウイ

ークポイントですね。 

 
はやいとこ反日グループを根絶やしにしたいです。  

 

2009/03/31 10:42Commented by tettui さん 

 日本が独立国である以上は、国防について「自分でできることは自分でやる」気概を持

つことが必要でしょう。もちろん、現実には日米相互安全保障条約に基づく共同関係を維

持発展させていかなければなりません。 

 
 このためには、自衛隊の国軍昇格と相応の権限の付与と装備の見直し等も必要です。

核武装についてもその一環として議論されるべきです。 

 
 その大前提としての国民の意識の統一、保守政党を中心とする政治的安定は欠かせま

せん。 

 
 現在の政治不安定の原因は参議院における野党優位にあるわけです、もちろん民主党

がその名のとおりに民主的な政党であれば問題はないのですが、民主党が反日的な悪

意にあふれる政党であったことが問題を顕在化させました。 

 
 民主党は参議院における優位を最大限に悪用し第２時補正予算案の成立を引っ張れ

るだけ引っ張ることで、景気対策の浸透を遅らせ体力の少ない中小企業と国民の生活を

圧迫し、国民の生活と国内経済に大きな被害をもたらしました。 
  
 第２時補正案が参議院に上程されたところで直ちに否決すれば、衆議院で直ちに再可

決し成立させれば、約１ヶ月早く成立させることができたのです。 

 
 また、北朝鮮の弾道ミサイル発射に対しても民主党であれば、「破壊措置命令」など期

待するべくもなく、多くの国民は恐怖に慄く事態となったことでしょう。 

 
 国民はこのことの持つ意味をよく認識し来るべき衆議院議員選挙に臨まなければ更に

壊滅的な回復不能な損害をこうむる恐れがあると愚考します。 

 

 

2009/03/31 12:08Commented by 花うさぎ さん 

To tettuiさん こんにちは。 
 
> その大前提としての国民の意識の統一、保守政党を中心とする政治的安定は欠かせ

ません。 

 
本当にこれを望んでいるのですが、なかなか上手くことは運ばないものですね。 

 
> 国民はこのことの持つ意味をよく認識し来るべき衆議院議員選挙に臨まなければ更

に壊滅的な回復不能な損害をこうむる恐れがあると愚考します。 

 
全くその通り、ご主旨に全面的に賛同します。 
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